
中
條
帯
刀
の
家
系
と
経
歴

仙
台
藩
儒
員
の
田
辺
希
文
（
ニ
ハ
九
三
’
一
七
七
二
）
、
希
元
（
一
七
三
’
八
三
）
、
希
續
（
一
七
四
六
’
一
八
一
三
）
が
編
纂
し
て
寛
政
四
年
（
一

七
九
二
）
に
完
成
し
た
「
伊
達
世
臣
家
譜
」
並
に
延
宝
四
’
八
年
（
一
六
七
六
’
八
○
）
に
十
石
以
上
の
仙
台
藩
士
に
先
祖
以
来
の
拝
領
の
由
緒
を

書
き
出
さ
せ
た
「
仙
台
藩
家
臣
録
」
に
よ
る
と
、
中
條
（
ナ
ヵ
ジ
ョ
ゥ
）
帯
刀
資
種
の
家
系
と
経
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
帯
刀
の
姓
は
平
氏
、

上
杉
輝
虎
に
属
し
て
中
城
に
居
城
し
た
中
條
越
前
守
景
泰
（
吉
江
常
陸
宗
信
の
子
で
、
初
名
景
資
、
弾
正
左
衛
門
藤
資
の
養
嗣
子
と
な
り
、
景
泰
と
改
名

支
倉
常
長
（
一
五
七
一
’
二
ハ
ニ
ニ
）
の
慶
長
使
節
（
一
六
一
三
’
二
○
）
の
随
員
と
し
て
南
蛮
に
渡
り
、
南
蛮
流
産
科
婦
人
科
学
を
伝
来
し
た

（
１
▲
）

と
さ
れ
て
い
る
中
條
帯
刀
に
つ
い
て
は
、
建
部
清
庵
（
一
七
一
二
’
八
二
）
と
杉
田
玄
白
（
一
七
三
三
’
一
八
一
七
）
の
「
和
蘭
医
事
問
答
」
以

（
２
）
（
３
）
（
４
）
（
５
）
（
６
）

来
、
南
蛮
医
学
を
伝
来
し
た
と
考
え
る
学
者
が
多
い
（
富
士
川
源
、
大
槻
文
彦
、
鈴
木
省
三
、
海
老
沢
有
道
、
石
原
明
）
。

（
２
）

し
か
し
、
中
條
帯
刀
の
経
歴
は
、
従
来
余
り
明
ら
か
で
な
く
、
富
士
川
は
、
三
宅
意
安
の
「
延
寿
和
方
彙
方
函
」
の
な
か
に
、
「
豊
臣
秀
吉

公
聚
楽
城
二
在
ル
時
一
士
中
條
帯
刀
ナ
ル
モ
ノ
ァ
リ
、
兵
ヲ
用
フ
ル
ノ
暇
、
医
術
ヲ
好
ミ
、
婦
人
科
最
モ
奇
ナ
リ
」
と
記
し
て
あ
る
の
を
引
用

し
て
、
「
中
條
氏
、
帯
刀
卜
称
シ
、
金
創
及
ビ
女
科
ノ
治
術
ヲ
以
テ
名
ア
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。

本
論
文
に
お
い
て
は
、
中
條
帯
刀
は
南
蛮
に
渡
っ
て
い
る
か
、
ま
た
中
條
流
産
科
の
実
態
は
何
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

中
條
帯
刀
と
中
條
流
産
科

蝿
稚
罎
挫
罹
罐
壗
準
一
卉
璋
塞
禮
昭
和
五
十
九
年
二
月
三
日
受
付

山

形
敞
一
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大
猷
院
は
徳
川
家
光
（
一
六
○
四
’
一
六
五
こ
の
読
号
で
あ
り
、
厳
猷
院
は
徳
川
家
綱
（
ニ
ハ
四
一
’
二
ハ
八
○
）
の
読
号
で
あ
る
。
家
綱
は

家
光
の
第
一
子
と
し
て
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
八
月
三
日
江
戸
城
内
に
生
れ
た
が
、
生
母
は
贈
正
二
位
宝
樹
院
で
あ
る
。
ま
た
義
山
公
は

伊
達
忠
宗
（
一
五
九
九
’
一
六
五
八
）
の
読
号
で
あ
る
。

中
條
帯
刀
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
こ
と
を
密
告
さ
れ
て
入
牢
し
た
の
は
寛
永
二
十
年
二
月
か
ら
翌
年
八
月
ま
で
約
一
年
余
で
、
す
で
に
寛
永

十
二
年
に
転
宗
し
て
い
た
証
跡
を
認
め
ら
れ
て
放
免
さ
れ
た
が
、
家
綱
誕
生
に
関
与
し
た
の
は
密
告
の
一
年
半
前
の
事
柄
で
あ
る
。
帯
刀
の
医

名
が
如
何
に
高
か
っ
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。

中
條
帯
刀
よ
り
婦
人
医
を
学
ん
だ
の
は
帯
刀
の
五
男
金
太
夫
資
房
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
朴
沢
道
無
行
次
、
鈴
木
道
察
重
季
、
中
目
道
怡
喜

道
が
帯
刀
よ
り
婦
人
医
を
学
び
、
い
ず
れ
も
仙
台
藩
婦
人
科
医
員
と
な
っ
た
。

仙
台
藩
医
員
百
十
八
家
の
う
ち
婦
人
科
医
員
は
中
條
、
朴
沢
、
鈴
木
、
中
目
の
四
家
だ
け
で
、
こ
れ
ら
の
家
祖
が
皆
中
條
帯
刀
の
門
人
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
中
條
帯
刀
の
医
術
が
す
ぐ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
文
化
八
年
（
一
八
二
）
中
目
道
怡
尚
碩
は
内
科
医

員
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
二
月
仙
台
藩
医
学
校
附
属
薬
園
長
に
登
用
さ
れ
て
い
た
佐
々
城
朴
安
（
一
七
八
五

’
一
八
六
一
）
が
文
政
三
年
五
月
医
学
校
助
教
（
婦
人
科
）
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

兼
追
陳
此
事
云
」

す
）
の
次
男
に
生
れ
、
慶
戸

し
、
加
増
さ
れ
て
九
百
石

し
、
婦
人
医
と
し
て
世
に
仁

し
か
し
、
中
條
帯
刀
の
幸

と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

「
其
祖
資
種
在
江
戸
、
垂

の
次
男
に
生
れ
、
慶
長
年
間
伊
達
政
宗
に
仕
え
て
五
百
石
を
賜
り
、
大
坂
冬
の
陣
の
と
き
、
城
中
に
忍
び
入
り
、
絵
図
を
作
っ
て
献
上

加
増
さ
れ
て
九
百
石
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
寛
永
年
間
に
西
洋
兇
徒
の
事
件
に
連
座
し
て
六
百
石
に
減
ら
さ
れ
、
隠
居
し
て
道
喜
と
号

婦
人
医
と
し
て
世
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
父
景
泰
の
弟
吉
江
周
彰
が
医
師
で
あ
っ
て
、
そ
の
医
術
を
伝
え
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

か
し
、
中
條
帯
刀
の
産
科
婦
人
科
医
術
の
卓
越
し
て
い
た
こ
と
は
、
「
伊
達
世
臣
家
譜
」
巻
之
十
七
に
次
の
よ
う
に
註
記
さ
れ
て
い
る
こ

適
奉
医
薬
子
大
猷
廟
後
宮
、
厳
有
廟
母
夫
人
得
其
治
療
、
生
厳
有
廟
、
依
義
山
公
之
命
、
資
種
秘
其
術
、
佐
長
請
官
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中
條
帯
刀
の
賜
っ
た
六
百
石
の
知
行
所
は
志
田
郡
斉
田
邑
で
、
帯
刀
の
長
男
五
左
衛
門
富
命
が
家
督
を
嗣
ぎ
、
三
男
権
三
郎
真
重
は
斉
藤
権

左
衛
門
真
次
の
養
嗣
子
と
な
り
、
柴
田
郡
小
野
邑
で
百
五
十
石
余
の
禄
を
受
け
た
。

富
命
は
寛
永
事
件
後
祖
父
景
泰
の
生
家
の
吉
江
氏
を
姓
と
し
た
が
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
十
月
中
條
に
復
姓
し
、
五
郎
助
佐
辰
が
家
督

を
嗣
ぎ
、
佐
辰
の
あ
と
は
安
右
衛
門
直
資
、
直
資
の
あ
と
は
五
太
夫
資
清
、
資
清
の
あ
と
は
寛
治
資
始
が
家
督
を
嗣
い
だ
。
し
か
る
に
、
資
始

に
子
が
無
く
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
六
月
片
平
新
太
夫
定
行
の
三
男
六
郎
兵
衛
資
親
を
養
嗣
子
と
し
た
が
、
失
心
風
（
諺
病
）
を
患
っ
て
甥

を
殺
害
し
た
た
め
、
享
和
元
年
（
一
八
○
一
）
三
月
切
腹
を
命
ぜ
ら
れ
、
帯
刀
直
系
の
中
條
家
は
断
絶
し
た
。

な
お
、
大
坂
城
の
絵
図
作
成
に
関
し
て
は
、
「
伊
達
世
臣
家
譜
」
で
は
、
浪
散
し
て
京
師
に
在
っ
た
日
に
大
野
修
理
の
足
軽
と
な
り
、
大
坂

城
を
審
ら
か
に
知
っ
て
い
た
の
で
、
伊
達
政
宗
に
仕
え
て
五
百
石
を
賜
っ
た
の
ち
、
大
坂
城
の
絵
図
を
献
上
し
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か

る
に
、
「
仙
台
藩
家
臣
録
」
で
は
、
大
坂
冬
の
陣
の
と
き
、
城
中
に
忍
び
入
っ
て
絵
図
な
ど
を
つ
く
り
、
政
宗
に
指
し
上
げ
た
、
と
記
さ
れ
て
い

る
。
恐
ら
く
、
大
野
修
理
に
仕
え
た
時
の
記
憶
を
確
認
す
る
た
め
、
大
坂
冬
の
陣
の
と
き
城
中
に
忍
び
入
っ
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。

中
條
養
喜
と
そ
の
家
系

「
伊
達
世
臣
家
譜
」
巻
之
十
七
（
医
師
之
部
）
に
よ
れ
ば
、
仙
台
藩
医
員
中
條
氏
の
祖
は
中
條
帯
刀
資
種
の
五
男
中
條
金
太
夫
資
房
で
あ
る
。

初
め
伊
達
綱
宗
の
第
二
子
村
知
（
字
鶴
千
代
丸
、
法
名
定
岳
恵
印
）
に
仕
え
て
三
両
四
口
（
三
五
・
ニ
ハ
石
）
を
賜
り
、
の
ち
綱
宗
の
奥
小
姓
と

な
っ
て
三
両
八
口
（
五
三
・
一
六
石
）
の
禄
を
受
け
た
。
資
房
は
中
條
帯
刀
よ
り
中
條
流
医
術
を
受
け
、
子
が
無
い
た
め
兄
富
命
の
二
男
五
郎

兵
衛
佐
則
を
養
嗣
子
と
し
た
。
佐
則
も
祖
父
帯
刀
よ
り
医
術
を
受
け
て
い
た
の
で
、
官
に
請
う
て
中
條
流
の
治
療
を
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

佐
則
の
子
平
内
佐
長
は
中
條
流
医
術
を
学
ん
で
い
た
が
、
帯
刀
の
家
方
を
伝
え
た
富
命
の
三
男
斉
藤
真
重
が
正
徳
元
年
（
一
七
二
）
病
死
し

て
、
正
統
の
中
條
流
の
家
方
が
殆
ど
絶
え
よ
う
と
し
た
の
で
、
佐
長
は
父
祖
の
医
業
を
続
け
る
こ
と
を
官
に
請
う
て
許
さ
れ
、
正
徳
四
年
養
喜

て
、
正
統
の
中
條
流
の
家
方
が
殆
ど
稚

と
改
称
し
て
仙
台
藩
医
員
と
な
っ
た
。

、
ノ７／
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（
旬
Ｉ
）

し
か
し
、
小
関
三
英
は
大
槻
玄
沢
（
一
七
五
七
’
一
八
二
七
）
の
依
頼
で
産
科
学
の
訳
述
に
あ
た
っ
て
い
た
か
ら
、
「
和
蘭
産
科
捷
径
並
図
五

巻
」
ま
た
は
「
泰
西
産
科
捷
径
四
巻
」
の
訳
述
に
関
係
し
て
、
中
條
流
産
科
の
秘
伝
書
に
つ
い
て
質
疑
を
交
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

中
條
養
喜
の
家
禄
は
資
房
以
来
三
両
八
口
（
五
三
・
一
六
石
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
多
少
の
変
動
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
私

の
所
蔵
す
る
「
医
家
正
例
録
」
や
「
藩
医
氏
字
世
録
」
な
ど
で
検
討
し
て
象
る
と
、
中
條
養
喜
の
子
養
川
は
初
め
壱
枚
八
人
分
（
七
八
・
九
石
）

を
給
せ
ら
れ
、
そ
の
後
三
両
八
人
分
（
五
三
・
一
六
石
）
に
減
禄
さ
れ
た
が
、
五
両
八
人
分
（
六
四
・
五
石
）
と
な
り
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）

に
は
壱
両
四
人
分
（
二
三
・
七
二
石
）
に
減
禄
さ
れ
た
。
中
條
養
川
の
養
嗣
子
養
順
は
三
両
八
人
分
（
五
三
・
一
六
石
）
を
受
け
た
が
、
そ
の
子

養
喜
は
壱
両
四
人
分
（
二
三
・
七
二
石
）
と
な
り
、
そ
の
後
三
両
四
人
分
（
三
五
・
二
ハ
石
）
に
復
し
、
そ
の
子
道
益
も
そ
の
家
禄
を
受
け
た
。

「
儒
医
力
競
鑑
」
に
よ
れ
ば
、
中
條
養
順
は
、
東
側
前
頭
筆
頭
で
、
大
関
大
槻
玄
沢
（
外
）
、
関
脇
桑
原
養
好
（
内
）
、
小
結
小
野
寺
格
安
（
内
）

に
次
い
で
お
り
、
婦
人
科
医
員
で
は
朴
沢
道
雲
が
西
側
前
頭
八
枚
目
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仙
台
藩
で
は
中
條
家
は
婦

人
科
の
最
高
権
威
と
象
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
、
仙
台
藩
婦
人
科
医
員
と
し
て
最
も
重
き
を
置
か
れ
た
中
條
家
の
流
祖
は
中
條
帯
刀
、
世
に
出
た
の
は
中
條
養
喜
佐
長
の
時
で
あ

す
な
わ
ち
、
中
條
流
の
始
祖
は
中
條
帯
刀
道
喜
で
あ
る
が
、
仙
台
藩
医
員
と
な
っ
た
の
は
養
喜
に
始
ま
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
養
喜

は
帯
刀
改
め
道
喜
の
曽
孫
に
あ
た
る
わ
け
で
あ
る
。

中
條
養
喜
佐
長
の
子
は
養
川
佐
命
、
佐
命
の
子
道
記
資
長
が
天
逝
し
た
の
で
、
佐
命
は
嫡
孫
養
順
資
義
を
家
督
と
し
た
。
資
義
の
子
養
喜
資

享
は
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
四
月
仙
台
藩
医
学
校
の
助
教
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
文
政
六
年
十
月
医
学
校
講
師
（
内
科
）
と
し
て
鶴
岡
か
ら
着
任
し

た
小
関
三
栄
（
後
称
三
英
一
七
八
七
’
一
八
三
九
）
は
同
僚
の
中
條
養
喜
よ
り
祖
先
伝
来
の
キ
リ
ス
ト
教
の
書
籍
を
借
覧
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
0

（
４
）

る
（
鈴
木
省
三
）
。
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慶
長
使
節
と
中
條
帯
刀

仙
台
藩
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
は
徳
川
家
光
（
一
六
○
四
’
五
一
）
の
勧
告
に
よ
り
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
に
積
極
的
に
開
始
さ
れ

た
が
、
す
で
に
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
十
二
月
伊
達
政
宗
（
一
五
六
七
’
一
六
三
六
）
は
家
光
の
要
望
を
受
け
て
断
固
た
る
処
置
を
と
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
後
藤
寿
安
（
一
五
七
六
’
一
六
三
八
）
は
追
放
さ
れ
．
イ
エ
ズ
ス
会
の
カ
ル
バ
リ
ョ
神
父
ロ
品
。
号
ｏ
巴
ぐ
四
房
。
（
長

崎
屋
五
郎
衛
門
一
五
七
九
’
一
六
二
四
）
は
元
和
十
年
（
一
六
二
四
）
正
月
四
日
広
瀬
川
畔
で
殉
教
し
た
。

寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
四
月
自
首
し
て
転
宗
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
ポ
ル
ロ
神
父
］
８
口
臨
冒
ぃ
蔚
國
弓
。
（
寿
安
、
十
太
夫
、
半
右
衛
門
一

五
七
六
’
一
六
四
○
）
の
自
白
を
契
機
と
し
て
、
寛
永
十
五
年
十
月
支
倉
常
長
の
家
督
の
常
頼
は
切
腹
し
て
、
支
倉
家
は
断
絶
し
、
次
い
で
同

十
六
年
十
二
月
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
識
ハ
ラ
ハ
ス
神
父
卑
閏
〕
鳥
８
園
且
農
（
孫
右
衛
門
？
’
一
六
四
○
）
や
パ
ロ
マ
レ
ス
神
父
ロ
屑
。
号

罵
一
。
白
目
①
唖
（
市
左
衛
門
？
’
一
六
四
○
）
が
捕
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
○
）
三
月
五
日
、
支
倉
常
長
と
と
も
に
渡
欧
し

た
こ
と
の
あ
る
佐
藤
太
郎
左
衛
門
（
七
十
歳
）
、
お
よ
び
中
條
帯
刀
の
家
臣
勘
右
衛
門
（
三
十
三
歳
）
ら
四
十
三
名
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
処
刑

中
條
帯
刀
佐
種
は
転
伴
天
連
市
左
衛
門
の
自
白
（
「
伊
達
家
治
家
記
録
‐
一
）
お
よ
び
木
村
新
左
衛
門
の
訴
状
（
「
石
母
田
家
文
言
」
）
に
よ
り
寛
永
二

十
年
二
月
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
捕
え
ら
れ
、
そ
の
後
江
戸
に
送
ら
れ
た
が
、
転
宗
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
、
放
免
と
な
っ
た
。
姉
崎
正

治
は
寛
永
十
六
年
山
形
で
捕
え
ら
れ
た
伴
天
連
ベ
ル
ナ
ァ
ル
ド
ウ
市
左
衛
門
を
己
屑
。
号
醇
さ
日
目
①
い
と
推
断
し
て
い
る
が
、
寛
永
二
十
年

に
帯
刀
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
と
白
状
し
た
転
伴
天
連
市
左
衛
門
は
別
人
か
も
知
れ
な
い
。

（
１
）
（
３
）
（
４
）

中
條
帯
刀
渡
欧
説
は
、
す
で
に
建
部
清
庵
の
「
和
蘭
医
事
問
答
」
以
来
仙
台
の
史
家
の
多
く
が
支
持
し
て
い
る
が
（
大
槻
文
彦
、
鈴
木
省
三
、

（
ｕ
）
（
９
）
（
恥
）

菊
田
定
郷
）
、
浦
川
和
三
郎
（
昭
妃
）
や
菅
野
義
之
助
（
昭
⑱
）
も
そ
の
著
書
の
な
か
で
中
條
帯
刀
は
支
倉
常
長
と
と
も
に
渡
欧
し
た
と
記
し
て
い

さ
れ
た
。

プ

O
Q
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「
伊
達
治
家
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
「
慶
長
十
八
年
癸
丑
、
九
月
モ
戊
小
、
十
五
日
庚
午
、
此
日
南
蛮
国
へ
渡
サ
ル
黒
船
、
牡
鹿
郡
月
浦
ヨ
リ
発

ス
、
支
倉
六
右
衛
門
常
長
、
並
二
今
泉
令
史
、
松
木
忠
作
、
西
九
助
、
田
中
太
郎
右
衛
門
、
内
藤
半
十
郎
、
其
外
九
右
衛
門
、
内
蔵
丞
、
吉

内
、
久
次
、
金
蔵
恥
社
砿
人
ト
云
者
差
遣
サ
ル
、
向
井
将
監
殿
霊
癖
府
翻
睡
家
人
十
人
計
り
、
南
蛮
人
四
十
人
計
り
、
都
合
百
八
十
余
人
、
此

時
、
数
年
本
朝
一
一
逗
留
セ
シ
楚
天
呂
モ
帰
国
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
「
大
日
本
史
料
」
第
十
二
編
之
十
二
に
よ
る
と
、
翌
十
九

年
（
一
六
一
四
）
三
月
メ
キ
シ
コ
市
の
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
寺
で
常
長
の
随
員
の
う
ち
七
十
八
名
が
洗
礼
を
受
け
た
が
、
同
年
九
月
イ
ス
パ

’
一
ャ
の
サ
ン
、
ル
カ
ル
。
デ
．
。
〈
ル
ラ
メ
ダ
に
上
陸
し
た
時
は
随
員
三
十
人
を
伴
っ
て
お
り
、
次
い
で
セ
ビ
リ
ャ
市
に
到
着
し
た
日
本
人
は
二

十
三
、
四
人
で
、
武
士
は
十
’
二
人
、
そ
の
他
は
護
衛
兵
と
記
さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
九
月
七
日
ロ
ー
マ
入
市
式
に

臨
ん
だ
常
長
の
随
員
は
、
サ
ト
ー
ク
ラ
ノ
ジ
ョ
ー
、
タ
ン
ノ
キ
ウ
ジ
、
カ
ン
ノ
ャ
ジ
ェ
モ
ン
、
ヤ
マ
グ
チ
カ
ン
ジ
ュ
ー
ロ
ー
、
サ
ト
ー
タ
ロ
ザ

エ
モ
ン
の
五
名
だ
け
で
、
ほ
か
に
、
巡
礼
〈
ラ
ダ
カ
ン
エ
モ
ン
ら
二
名
、
日
本
の
名
誉
の
騎
士
タ
キ
ノ
カ
ヒ
ョ
ウ
エ
ら
四
名
、
馬
丁
ト
ー
ク
ロ

ー
ら
四
名
、
計
十
名
が
参
加
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

「
仙
台
藩
家
臣
録
」
（
昭
認
）
に
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
支
倉
常
長
と
今
泉
令
史
だ
け
し
か
載
っ
て
い
な
い
が
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
二
月

十
七
日
付
今
泉
七
郎
右
衛
門
に
よ
れ
ば
、
「
拙
者
亡
曽
祖
父
今
泉
舎
辮
儀
田
村
御
譜
代
、
貞
山
様
御
代
に
御
知
行
三
貫
二
百
二
十
九
文
被
下
置

被
召
出
候
、
舎
擴
儀
南
蛮
へ
御
使
者
被
仰
付
参
候
処
、
南
蛮
に
て
相
果
申
に
付
、
娘
に
今
村
長
門
次
男
惣
吉
取
合
、
跡
式
無
御
相
違
被
下
置
、

御
奉
公
相
勤
申
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
副
使
格
の
今
泉
令
史
は
メ
キ
シ
コ
で
客
死
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
イ
エ
ズ
ス
会
管
区
長
コ
ー
ロ
ス
冒
鴎
胃
匡
“
号
○
．
胃
。
“
の
要
請
に
応
じ
た
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
十
月
九
日
付
の
証
文
に
伊
達
政

宗
の
家
臣
八
名
が
署
名
し
、
そ
の
四
番
目
の
署
名
者
に
松
木
忠
作
登
明
元
親
が
あ
り
、
ま
た
法
王
パ
オ
ロ
五
世
の
教
書
と
訓
示
に
対
す
る
元
和

七
年
（
一
六
一
二
）
八
月
十
四
日
付
の
奉
答
文
に
十
五
名
が
署
名
し
、
三
番
目
の
署
名
者
に
と
め
い
松
木
惣
右
衛
門
が
あ
る
が
、
「
伊
達
治
家
記

録
」
の
慶
長
遣
使
の
三
番
目
に
記
さ
れ
た
松
木
忠
作
と
同
一
人
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
常
長
と
と
も
に
メ
キ
シ
コ
か
ら
イ
ス
パ
ニ
ャ
に

渡
っ
た
随
員
は
僅
か
二
十
数
名
で
、
残
留
部
隊
は
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
四
月
一
日
イ
ス
パ
’
一
ャ
使
節
サ
ン
タ
・
カ
タ
リ
ー
ナ
ら
を
乗
せ
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一
人
と
し
て
帰
冨

教
名
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
元
和
七
年
八
月
十
四
日
付
の
奉
答
文
に
、
後
藤
寿
安
に
次
い
で
二
番
目
に
署
名
し
た
、
と
ん
あ
る
ん
そ
は
し
や
る
と
横
沢
将
監
吉
久

は
、
元
和
二
年
（
ニ
ハ
ニ
ハ
）
八
月
イ
ス
。
〈
’
一
ャ
使
節
を
送
り
な
が
ら
サ
ン
・
フ
ァ
ン
．
、
ハ
ウ
チ
ス
タ
号
で
支
倉
常
長
ら
を
メ
キ
シ
コ
に
迎
え

に
行
き
、
教
父
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
琶
○
昌
露
。
甸
塁
煙
ａ
ｏ
３
目
①
ロ
も
の
姓
名
を
貰
っ
て
ド
ン
ァ
ロ
ン
ソ
ハ
シ
ャ
ル
ド
の
教
名
を
授
け
ら

れ
、
常
長
と
と
も
に
マ
ニ
ラ
経
由
で
元
和
六
年
（
ニ
ハ
ニ
○
）
八
月
長
崎
に
帰
っ
て
い
る
。
松
木
忠
作
も
横
沢
将
監
も
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）

に
転
宗
し
て
い
る
が
、
両
者
と
も
に
当
時
は
イ
エ
ズ
ス
会
に
所
属
し
た
の
は
後
藤
寿
安
と
の
交
遊
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

中
條
帯
刀
が
常
長
の
随
員
と
し
て
渡
欧
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
「
伊
達
治
家
記
録
」
に
も
、
「
大
日
本
史
料
」
第
十
二
編
之
十
二
に
も
記

た
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ゞ
ハ
ウ
チ
ス
タ
号
で
ア
カ
プ
ル
コ
を
出
帆
し
、
同
年
閏
六
月
二
十
一
日
浦
賀
に
到
着
し
た
が
、
松
木
忠
作
は
そ
の
責
任
者
の

一
人
と
し
て
帰
国
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
。
な
お
、
と
め
い
（
登
明
）
は
メ
キ
シ
コ
市
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
会
で
受
洗
し
た
と
き
の
松
木
忠
作
の

録
が
な
い
。

し
か
る
に
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
六
月
十
八
日
の
中
條
五
郎
助
に
よ
れ
ば
（
「
仙
台
藩
家
臣
録
」
）
、
「
拙
者
曽
祖
父
中
條
帯
刀
儀
、
慶
長
年

中
貞
山
様
へ
被
召
出
、
御
知
行
五
拾
貫
文
被
下
置
、
御
奉
公
仕
候
。
大
坂
冬
之
御
陣
に
、
城
中
へ
忍
入
絵
図
等
仕
指
上
申
に
付
、
為
御
加
増
三

拾
貫
文
被
下
置
之
由
承
伝
候
。
義
山
様
御
代
御
下
中
惣
御
検
地
之
棚
、
九
拾
貫
百
六
拾
六
文
に
罷
成
候
処
、
右
帯
刀
宗
門
之
出
入
に
付
、
寛
永

年
中
江
戸
へ
被
召
登
候
節
、
御
加
増
三
拾
貫
文
被
召
上
候
。
右
帯
刀
儀
寛
永
二
十
一
年
八
月
二
十
四
日
隠
居
願
之
通
被
仰
付
、
同
氏
五
左
衛
門

に
家
督
被
下
置
之
由
、
被
仰
付
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
支
倉
常
長
ら
が
南
蛮
国
へ
出
航
し
た
翌
十
九
年
十
月
の
大
坂
冬
の
陣
に

参
加
し
て
い
る
か
ら
、
南
蛮
へ
同
行
し
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
寛
永
十
七
年
（
ニ
ハ
四
○
）
三
月
、
常
長
の
家
臣
太
郎
左
衛
門
（
七
十
歳
）
と
一
緒
に
中
條
帯
刀
の
家
臣
勘
右
衛
門
（
三
十
三
歳
）
が

キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
、
つ
る
し
殺
に
処
せ
ら
れ
、
し
か
も
常
長
の
家
督
常
頼
の
娘
の
乳
母
し
い
な
に
つ
い
て
、
「
此
者
宗
門
之
義
中
條
帯
刀
事

も
存
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
中
條
帯
刀
は
支
倉
一
家
と
宗
門
上
の
関
係
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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「
寛
永
二
十
年
二
月
十
六
日
庚
辰
、
御
老
中
ヨ
リ
、
書
付
ヲ
以
テ
、
中
條
帯
刀
事
、
十
箇
年
以
前
マ
デ
、
切
支
丹
宗
門
ナ
リ
、
今
二
、
心
底

転
ブ
間
敷
ノ
由
、
伴
天
連
市
左
衛
門
白
状
ス
、
因
テ
、
右
帯
刀
ヲ
、
江
戸
へ
差
登
セ
ラ
ル
ベ
キ
ノ
旨
、
仰
渡
サ
ル
此
後
、
中
條
帯
刀
佐
種

ヲ
、
江
戸
へ
差
登
セ
ラ
ル
月
日
不
知
、
去
ル
寛
永
十
二
年
一
一
切
支
丹
宗
門
ヲ
転
去
ス
ト
云
フ
、
正
保
元
年
、
八
月
七
日
壬
戌
、
井
上
筑
後
守
殿

ヨ
リ
帯
刀
、
宗
門
転
ブ
所
、
槌
ナ
ル
証
跡
ア
ル
ヲ
以
テ
、
牢
舎
御
免
ノ
旨
、
仰
進
ゼ
ラ
ル
」

す
な
わ
ち
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
ポ
ル
ロ
神
父
の
自
白
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
今
ハ
ラ
ハ
ス
神
父
や
パ
ロ
マ
レ
ス
神
父
が
捕
え
ら
れ
た
。
次

い
で
、
伴
天
連
市
左
衛
門
の
自
白
と
木
村
新
左
衛
門
の
訴
状
（
「
石
母
田
家
文
書
」
）
に
よ
っ
て
、
寛
永
二
十
年
二
月
中
條
帯
刀
は
キ
リ
シ
タ
ン
と

し
て
捕
え
ら
れ
、
江
戸
に
送
ら
れ
た
が
、
す
で
に
転
宗
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
放
免
さ
れ
た
。

中
條
帯
刀
は
出
牢
し
た
の
ち
は
隠
居
し
て
家
督
を
冨
命
に
譲
り
、
道
喜
と
号
し
て
医
業
に
従
事
し
、
中
條
流
の
始
祖
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
考
察
し
て
ゑ
る
と
、
中
條
帯
刀
は
支
倉
常
長
の
遣
欧
使
節
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
か
ね
て
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
に
心

を
寄
せ
、
こ
と
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
暴
く
ラ
ハ
ス
神
父
や
．
〈
ロ
マ
レ
ス
神
父
と
親
し
く
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
派
の
有
力
な
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て

支
倉
一
家
や
キ
リ
シ
タ
ン
医
師
と
も
交
流
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）

し
た
が
っ
て
、
中
條
帯
刀
が
始
祖
と
考
え
ら
れ
る
中
條
流
婦
人
科
に
は
南
蛮
医
学
の
影
響
が
あ
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
海
老
沢
有
道

が
、
「
中
條
流
の
祖
中
條
帯
刀
佐
種
も
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
（
中
略
）
。
か
く
て
中
條
流
は
南
蛮
流
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
が
出
来
た
」
と
述

（
１
人
）

ベ
、
ま
た
建
部
清
庵
の
「
和
蘭
医
事
問
答
」
を
引
用
し
、
「
天
正
以
前
の
中
條
帯
刀
が
ご
と
ぎ
の
大
器
量
の
医
者
有
て
、
蛮
国
へ
渡
り
妙
術
を

伝
へ
来
り
な
ば
、
日
本
の
重
宝
と
な
る
事
も
有
、
へ
か
り
し
に
、
邪
蘇
宗
の
禍
よ
り
、
御
禁
制
に
て
成
ら
ざ
る
な
り
、
と
嘆
じ
た
如
く
惜
し
ま
れ

る
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
あ
る
意
味
で
は
至
言
で
あ
る
と
思
う
。

あ
る
。 「

伊
達
治
家
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
中
條
帯
刀
が
キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
こ
と
は
伴
天
連
市
左
衛
門
の
白
状
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
で
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中
條
流
産
科
書

中
條
帯
刀
が
徳
川
家
綱
の
誕
生
の
際
に
生
母
の
宝
樹
院
の
治
療
に
当
り
、
無
事
出
産
し
た
こ
と
は
、
中
條
流
産
科
の
卓
越
し
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
が
、
伊
達
忠
宗
の
命
令
で
秘
方
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
（
「
伊
達
世
臣
家
譜
」
巻
之
十
七
）
・
中
條
流
医
術
が
写
本
で
伝
え
ら
れ
た
理

由
は
藩
公
の
命
令
に
よ
る
処
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）

富
士
川
勝
に
よ
れ
ば
、
安
土
・
桃
山
時
代
の
医
書
目
録
の
な
か
に
は
、
「
中
條
流
金
創
」
（
中
條
帯
刀
？
）
、
「
中
條
流
摘
授
全
鑑
」
、
「
中
條
流

小
児
方
」
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
写
本
で
あ
る
。

ま
た
「
京
都
帝
国
大
学
富
士
川
本
目
録
」
（
昭
Ⅳ
）
の
な
か
に
は
中
條
流
の
産
科
・
婦
人
科
書
が
中
條
秘
録
ら
十
七
種
類
載
っ
て
い
る
が
、
刊

本
は
「
中
條
流
産
前
後
言
」
（
寛
文
八
年
）
と
「
中
條
流
産
科
全
書
」
（
安
永
七
年
）
だ
け
で
あ
る
。

（
２
）
（
⑫
）

富
士
川
勝
に
よ
れ
ば
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
賀
川
玄
悦
（
一
七
○
○
’
一
七
七
七
）
が
「
産
論
」
を
著
し
て
一
家
言
を
立
て
て
よ
り
産
科
の

村
山
林
益
は
中
條
流
産
科
を
学
ん
だ
実
地
医
家
の
一
人
と
思
わ
れ
る
が
、
賊
文
の
な
か
で
、
「
右
中
條
流
産
前
後
害
余
年
来
臨
病
施
治
無
不

応
尤
済
民
之
功
故
鐙
梓
以
作
一
歩
助
突
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
長
年
月
に
わ
た
る
実
地
臨
床
の
経
験
に
裏
付
け
ら

「
中
條
流
産
前
後
害
」
は
寛
文
八
年
一

が
、
私
の
所
蔵
本
は
享
保
七
年
（
一
七
二

屋
喜
助
か
ら
発
売
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

伊
達
忠
宗
の
命
令
に
よ
っ
て
秘
方
と
さ
れ
て
い
た
中
條
流
産
科
書
が
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
に
「
中
條
流
産
前
後
書
‐
一
、
安
永
七
年
（
一

七
七
八
）
に
「
中
條
流
産
科
全
書
」
と
題
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
賀
川
流
産
科
の
勃
興
と
相
前
後
し
て
、
そ
の
よ
う
な
機
運
が
醸
成
さ
れ
て

術
は
一
変
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

は
寛
文
八
年
三
月
村
山
林
益
が
ま
と
め
て
江
戸
の
通
本
石
町
三
丁
目
山
形
屋
吉
兵
衛
よ
り
発
売
し
た
も
の
で
あ
る

七
年
（
一
七
二
二
）
四
月
酔
墨
斉
蔵
版
と
し
て
再
版
さ
れ
、
大
坂
村
上
屋
清
三
郎
、
京
都
村
上
屋
治
兵
衛
、
江
戸
升
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産
前
上
の
冒
頭
に
、
本
味
（
ホ
ン
ミ
）
に
つ
い
て
、
「
人
参
沈
香
軒
》
罐
ス
川
芭
趾
唾
罐
ス
筍
薬
赴
狂
罐
諦
余
白
巾
甘
草
超
一
一
右
七
味

水
煎
シ
テ
用
１
又
粉
薬
ニ
シ
テ
モ
用
ユ
ル
也
」
と
述
べ
、
最
後
の
第
六
十
四
項
目
で
は
、
「
早
生
薬
（
ハ
ャ
ミ
グ
ス
リ
）
｜
ス
香
白
並
一
分

百
草
霜
九
分
右
海
草
（
フ
ノ
リ
）
湯
ニ
テ
タ
テ
テ
天
目
八
分
ホ
ド
用
無
効
〈
牡
丹
皮
牲
叶
賠
二
色
粘
（
ノ
リ
）
二
押
マ
ゼ
手
ノ
内
足
ノ
裏

二
付
ベ
シ
ソ
レ
ニ
テ
モ
無
験
〈
是
ホ
ド
ニ
丸
シ
子
壺
ヘ
サ
ス
ベ
シ
」
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
産
後
下
の
最
後
の
第
三
十
三
項
目
で
は
、
「
振
薬
（
フ
リ
グ
ス
リ
）
産
後
血
道
血
運
ヲ
治
人
参
川
骨
超
一
肉
桂
桂
心
誇
一
決
神

丁
香
鐇
幸
甘
草
少
右
絹
二
包
ミ
振
出
シ
テ
用
ル
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
項
目
で
は
、
症
状
に
対
す
る
処
置
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
古
医
方
の
原
則
に
合
致
し
て
い
る
。

し
か
る
に
享
保
七
年
（
一
七
一
三
）
再
版
さ
れ
た
も
の
は
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
寛
文
八
年
本
と
全
く
同
一
で
あ
る
。
な

お
、
本
書
の
最
後
に
酔
墨
子
が
識
し
て
い
る
賊
文
に
よ
れ
ば
、
「
此
言
原
版
鐘
版
於
東
都
、
時
遭
火
災
為
烟
塵
芙
、
爾
後
余
得
善
本
而
登
梨
棗
、

竝
歳
甲
辰
回
禄
亦
奪
去
、
為
因
此
按
之
、
此
害
昔
時
得
之
鬼
遣
、
以
故
仮
手
於
祝
融
、
音
此
秘
方
流
布
干
世
、
而
如
斯
嗽
抑
々
不
可
知
也
、
今

更
訂
正
彫
之
、
君
子
以
此
書
勿
為
尋
常
之
看
」
と
享
保
九
年
四
月
に
記
し
て
、
施
術
に
慎
重
な
る
態
度
を
要
請
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き

（
理
）

実
験
親
試
を
重
ん
ず
る
古
医
方
は
名
古
屋
玄
医
（
一
六
二
八
’
九
六
）
に
始
ま
り
、
後
藤
艮
山
（
一
六
五
九
’
一
七
三
三
）
、
香
川
修
徳
（
一
六
八

三
Ｉ
一
七
五
吾
に
よ
っ
て
わ
が
国
の
医
界
の
主
流
と
な
っ
た
が
、
村
山
林
益
が
秘
方
と
し
て
伝
来
さ
れ
た
中
條
流
産
科
害
を
寛
文
八
年
（
一
六

六
八
）
に
刊
行
し
た
の
は
、
林
益
も
古
医
方
家
の
一
人
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
林
益
の
伝
記
は
詳
か
で
は
な
い
が
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
幕

（
吃
）

府
医
官
に
挙
げ
ら
れ
て
村
山
流
外
科
全
書
を
伝
え
た
村
山
自
伯
（
一
六
四
七
’
一
七
○
六
）
の
縁
者
で
は
あ
る
ま
い
か
。

中
條
流
産
前
上
目
録
は
六
十
四
項
目
よ
り
成
り
、
中
條
流
産
後
下
目
録
は
三
十
三
項
目
よ
り
成
り
、
上
・
下
巻
併
せ
て
九
十
七
項
目
よ
り
成

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
と
で
あ
る
。

る
小
冊
子
で
あ
る
。
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安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
十
一
月
刊
行
さ
れ
た
「
中
條
流
産
科
全
書
」
は
、
村
山
林
益
が
寛
文
八
年
（
ニ
ハ
六
八
）
三
月
刊
行
し
た
「
中
條
流

産
前
後
書
」
に
小
補
を
加
え
た
も
の
を
、
さ
ら
に
旭
山
戸
田
齋
が
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
に
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
巻
首

に
村
山
林
益
の
寛
文
八
年
の
「
中
條
流
産
書
賊
」
を
掲
げ
、
巻
尾
に
「
予
嘗
撰
中
條
家
産
書
小
冊
、
令
書
壁
某
氏
梓
焉
、
其
書
大
行
千
世
而
猶

憾
其
多
遺
漏
、
探
犢
中
、
撰
切
日
用
者
数
十
条
与
之
、
以
小
補
於
産
科
者
流
云
爾
」
と
い
う
林
益
の
撰
文
を
載
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

戸
田
旭
山
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
「
其
中
有
中
條
氏
在
焉
、
以
善
治
産
難
、
鳴
固
非
虚
名
也
、
今
也
其
徒
数
十
百
人
分
所
海
内
而
救
其
難
者
指

不
勝
屈
、
一
日
害
建
酔
墨
斉
袖
一
恢
来
、
謂
予
日
、
吾
嘗
梓
村
山
氏
所
撰
中
條
産
耆
小
冊
大
行
干
世
、
今
復
欲
寿
梓
其
後
扁
増
補
、
希
公
校

正
之
、
蓋
其
為
害
、
不
必
依
古
人
方
論
、
皆
書
一
家
経
験
以
郷
語
、
以
大
方
之
家
多
不
信
也
、
碓
然
予
屡
試
之
極
効
、
則
是
書
有
大
補
於
済
世

者
可
知
巳
美
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
中
條
流
産
科
の
実
務
に
従
事
し
て
い
る
医
師
が
全
国
で
数
百
人
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

本
書
の
体
裁
は
、
初
篇
の
項
目
は
十
五
、
産
前
方
の
項
目
は
一
五
三
、
産
後
方
の
項
目
は
二
四
、
計
二
八
二
項
目
に
達
し
、
「
中
條
流
産

前
後
書
」
の
九
七
項
目
よ
り
は
る
か
に
増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
村
山
林
益
と
同
様
に
、
戸
田
旭
山
も
「
予
屡
試
之
、
極
効
」
と

記
し
て
い
る
か
ら
、
旭
山
も
林
益
と
同
様
に
古
医
方
家
の
一
人
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
の
冒
頭
に
、
「
本
味
」
を
掲
げ
た
こ
と
は
前
言
と
同
様
で
あ
る
が
、
第
二
項
目
の
加
減
法
の
な
か
の
「
口
上
」
に
つ
い
て
、
「
私
一
一
日
、

右
薬
味
ノ
中
、
口
上
ト
云
フ
ハ
中
條
流
極
秘
口
伝
ノ
薬
ナ
リ
、
旧
板
是
ヲ
不
録
、
其
製
法
今
具
サ
’
一
奥
一
一
記
ス
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
古
医

方
家
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
第
五
項
目
の
「
生
産
月
数
ノ
事
」
の
初
め
に
、
「
婦
女
孕
ム
事
経
水
畢
テ
十
日
ノ
内
一
一
孕
ム
ナ
リ
、

是
し
過
テ
後
孕
ム
コ
ト
ナ
キ
物
也
」
と
記
し
て
い
る
の
は
多
年
の
経
験
に
も
と
づ
い
た
見
識
で
あ
る
。
次
に
「
産
前
方
」
の
第
一
項
目
は
「
不

食
シ
テ
煩
う
事
」
で
あ
る
が
、
「
斉
按
ス
ル
ニ
此
症
華
人
悪
阻
（
ヲ
ソ
）
ト
名
ク
」
と
記
し
て
、
対
症
療
法
を
述
、
へ
て
い
る
。
こ
の
他
の
項
目
で

も
、
「
斉
按
」
を
付
記
し
て
い
る
の
は
十
六
個
所
に
も
及
ん
で
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
「
産
前
」
の
第
四
十
八
項
目
の
「
チ
ヵ
ャ
ノ
煎
湯
」
に

対
し
て
「
斉
按
ス
ル
’
一
古
来
茅
ヲ
チ
カ
ャ
ト
ョ
ム
ニ
依
テ
誤
し
り
、
茅
ハ
ッ
バ
ナ
也
、
血
ヲ
止
ル
ノ
効
ア
リ
、
故
一
一
茅
根
（
雲
ハ
ゥ
コ
ン
）
ノ
煎

子
鳶
の
る
。
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（
咽
）

戸
田
旭
山
は
、
「
大
坂
の
医
者
な
り
、
名
は
齋
、
旭
山
は
其
の
号
、
ま
た
は
無
悶
子
、
百
卉
園
の
号
あ
り
、
齋
宮
と
称
す
、
備
前
の
人
、
本

姓
は
鈴
木
氏
、
出
で
て
戸
田
氏
を
嗣
ぐ
、
最
も
本
草
に
精
し
、
旭
山
治
痢
に
長
ず
、
而
し
て
諸
病
を
以
て
皆
湿
邪
の
感
招
す
る
所
と
な
す
・
治
方

湿
を
駆
る
を
先
と
な
す
、
故
に
世
称
す
、
旭
山
の
万
病
を
治
す
る
一
に
水
毒
に
帰
す
と
、
嘗
て
非
薬
選
を
作
り
て
香
川
修
徳
を
駁
す
、
ま
た
其

の
才
を
嘉
み
し
、
子
を
し
て
就
き
学
ぱ
し
む
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
古
医
方
家
の
香
川
修
徳
と
同
時
代
の
本
草
に
す
ぐ
れ
た
医
者
で
あ
っ
た
。

中
條
流
産
科
は
伊
達
忠
宗
の
命
令
で
秘
方
と
し
て
伝
来
し
て
い
た
か
ら
、
本
書
の
な
か
で
も
、
初
篇
の
第
二
項
目
の
「
加
減
法
」
の
な
か

で
、
「
口
上
ト
云
う
〈
中
條
流
極
秘
口
伝
ノ
薬
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
「
産
前
」
の
第
十
九
項
目
の
「
痢
病
」
の
な
か
で
、
「
又
秘
方

奥
ノ
薬
方
ノ
部
可
考
」
、
第
五
十
六
項
目
の
「
母
反
張
（
フ
リ
ヶ
）
」
の
な
か
で
、
「
不
効
ハ
ロ
伝
ノ
灸
ア
リ
」
、
第
八
十
項
目
の
「
血
塊
ヲ
解
ク
事
」

の
な
か
で
、
「
惣
ジ
テ
ュ
ル
ュ
ル
ト
養
生
ス
ル
時
〈
酒
ノ
用
ヒ
ャ
ウ
ロ
伝
ア
リ
、
不
治
〈
又
生
一
一
テ
用
１
、
此
方
口
伝
多
シ
」
、
第
百
十
項
目
の

「
産
二
臨
ミ
母
ノ
胸
へ
子
上
り
生
レ
ヵ
ヌ
ル
コ
ト
ア
リ
」
の
な
か
で
、
「
是
第
一
ノ
ロ
伝
ナ
リ
」
、
第
百
十
六
項
目
の
「
小
腹
張
リ
テ
子
返
シ
カ

ヌ
ル
こ
の
な
か
で
「
口
伝
ア
リ
」
、
第
百
五
十
一
項
目
の
「
後
産
子
宮
二
入
ル
コ
ト
ァ
リ
」
の
な
か
で
、
「
口
伝
ナ
リ
」
、
ま
た
「
産
後
」
の

第
十
八
項
目
の
「
産
後
反
張
ノ
事
」
の
な
か
で
、
「
反
張
二
荊
芥
ヲ
用
１
、
是
秘
事
ナ
リ
」
、
第
二
十
四
項
目
の
「
産
後
二
子
宮
出
ル
事
」
の
な

か
で
、
「
口
伝
ア
リ
」
、
第
二
十
五
項
目
の
「
産
門
返
り
出
ル
事
」
の
な
か
で
、
「
口
伝
ナ
リ
」
、
第
五
十
九
項
目
の
「
久
シ
ク
腰
ヌ
ケ
煩
う
事
」

の
な
か
で
、
「
付
薬
ア
リ
、
口
伝
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
中
條
流
産
科
が
秘
方
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
と
に
「
中
條
流
産
科
全
書
下
巻
」
に
一
‐
別
録
口
伝
之
薬
方
」
と
し
て
五
十
二
種
類
を
解
説
し
て
あ
る
こ
と
も
秘
方
と
し
て
長
く
伝
承
さ
れ

た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

湯
可
ナ
リ
」
と
述
べ
、
ま
た
、
「
産
後
」
の
第
四
十
八
項
目
の
「
茨
（
ィ
簿
く
う
）
ノ
根
二
色
ヲ
加
へ
用
ユ
ベ
シ
」
に
対
し
て
、
「
斉
按
ス
ル
ニ
此

イ
バ
ラ
ハ
即
チ
本
草
ノ
薔
薇
根
ナ
リ
」
と
述
、
へ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
和
漢
の
本
草
学
に
対
す
る
深
い
造
詣
を
窺
わ
し
め

ブ
●
。中

條
流
産
科
に
関
す
る
医
書
の
ど
こ
に
も
中
條
帯
刀
や
中
條
養
喜
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
そ
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
中
條
流
産
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科
書
が
後
世
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
江
戸
の
村
山
林
益
と
大
坂
の
戸
田
旭
山
に
よ
る
も
の
で
、
と
く
に
旭
山
の
「
中
條
流
産
科
全
書
」
に
負
う

む
す
び

支
倉
常
長
の
慶
長
使
節
（
一
六
一
二
’
二
○
）
に
随
行
し
て
南
蛮
流
婦
人
科
学
を
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
中
條
帯
刀
に
つ
い
て
、
そ
の

経
歴
を
検
討
し
た
結
果
、
帯
刀
は
南
蛮
国
に
は
渡
ら
な
か
っ
た
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
武
士
の
一
人
と
し
て
支
倉
常
長
の
一
家
や
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

の
宣
教
師
あ
る
い
は
キ
リ
シ
タ
ン
医
師
と
親
交
を
結
ん
で
お
り
、
転
伴
天
連
市
左
衛
門
の
自
白
と
木
村
新
左
衛
門
の
訴
状
に
よ
っ
て
寛
永
二
十

年
入
牢
し
た
が
、
す
で
に
転
宗
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
一
年
余
で
放
免
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
隠
居
し
て
道
喜
と
称
し
、
叔
父
吉
江
周
彰

よ
り
伝
え
ら
れ
た
婦
人
医
と
し
て
世
を
送
っ
た
。
帯
刀
は
寛
永
十
八
年
八
月
徳
川
家
綱
（
一
六
四
一
’
八
○
）
の
誕
生
に
関
与
す
る
程
の
卓
越
し

た
技
価
を
有
し
て
い
た
が
、
伊
達
忠
宗
（
一
五
九
九
’
一
六
五
八
）
の
命
令
で
秘
方
と
さ
れ
た
た
め
、
中
條
流
は
秘
伝
と
し
て
世
に
流
布
さ
れ
る

処
が
多
い
。

の
筆
頭
と
し
て
幕
末
に
及
ん
だ
。

こ
と
に
な
っ
た
。

中
條
流
産
科
害
が
世
に
出
た
の
は
村
山
林
益
の
「
中
條
流
産
前
後
書
」
（
寛
文
八
）
で
、
戸
田
旭
山
の
「
中
條
流
産
科
全
書
」
（
安
永
七
）
に
よ

っ
て
一
般
に
流
布
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

（
第
弱
回
日
本
医
史
学
会
講
演
要
旨
）

中
條
流
産
科
婦
人
科
を
も
っ
て
初
め
て
仙
台
藩
医
員
に
登
用
さ
れ
た
の
は
帯
刀
の
曽
孫
の
中
條
養
喜
で
あ
り
、
仙
台
藩
の
婦
人
科
医
員
四
家

な
お
、
本
書
の
な
か
に
、
中
條
流
小
児
方
の
十
二
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
中
條
流
医
術
を
理
解
す
る
の
に
便
宜
で
あ
る
。
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